
                           

                                                               

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

クローバーだより     

 《子育て相談》 

 自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、 

こんな時どうしたらいいのと思われた時にお話にいらっしゃいませんか？ 

保育経験者がお話しさせていただきます。お電話で予約していただき、 

ご都合の良い日を決めさせていただきます。       

   TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  

 

2022年 1月１４日 

名古屋柳城短期大学附属 

三好丘聖マーガレット幼稚園 

        林 ともこ 

子どもを育てる時に大切な 4つのこと PARTⅡ 

 今回は、生きる力と考える力を育てるために大切な４つの力を育むために大切なポイントの

２つをお伝えします。 

 

③大人の物差しを押し付けない 

 親がついついやってしまいがちなのが、「大人の基準・物差し」を無意識のうちに押し付けて

しまう教育です。たとえば、子どもが「○○になりたい」と一見無謀な夢を語った時に「それ

は無理だよ」と口走ったり、子どもが空想話をした時に「そんなのありえないよ」と否定した

り・・・。子どものうちは、大人の「常識」や「物差し」を無理に押し付けず、その子の豊か

な発想力や想像力を育むことが大切です。たとえ「子どもにちゃんと現実をおしえないと」と

いう好意からであったとしても、子どもが語る夢や想像に対してネガティブな反応を示すのは

可能な限り避けるべきです。ですので、突拍子もない事を言ってきたとしても、その時は創造

力を膨らませている、夢を見ている時間と割り切りましょう。 

 

④短所を直すのではなく、長所を伸ばす 

 子どもがたくましく生きていくためには、本人に自己肯定感を持たせてあげる教育がとても

大切になります。その自己肯定感を育むためのキーとなるのが、「短所を直すのではなく、長所

を伸ばしてあげる」という教育です。 

 短所は誰にでもあります。それは子どもも大人も変わりません。子育てにおいては、長所を

大きく伸ばしてあげる教育のほうが、はるかに価値があると思っています。または、短所をち

ょっとした長所に変えていってあげることも大切です。この年代で短所と決めつけてしまうの

は早く、特に 12 歳以下の年齢であれば、性格を変えていくこと自体まだまだ脳みそが柔らか

いので可能です。運動嫌いが運動好き、あまり笑わなかった子がユーモアになったり、わがま

まな性格が社交的な性格になったりと、短所だった部分を長所に変えてしまう事だってよくあ

ります。 

 

子ども達の可能性の種を咲かせるのも咲かせないのも、対応する人次第です。子ども達の可

能性をつぶさないように、そして想像力を広げることができるようにしていってほしいと願い

ます。想像力は、「自身が経験していないことや未来のこと、現実には存在しないことを、頭の

中で思い描く力」です。相手の立場や状況、表には現れていない相手の気持ちを想像し、関わ

る事が出来るようになります。この時期にたくさん想像する経験をしていってほしいですね。 
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